
第６学年 社会科 学習指導案  

日 時：令和 5年 7月 14 日（金）１～４時間目 

場 所：図工室・体育館 

指導者：錦織教諭・定免教諭・茶山教諭 

・岩成教諭  

    島根県埋蔵文化財センター 職員５名 

                                （伊藤係長・椿主任・真木主任主事 

・園山調査員・鈴木主任主事）  

  

１ 単元名 「古志原の歴史を知ろう」（文化財子ども塾）  

  

２ ねらい ・古志原小学校周辺の歴史について学ぶ。  

         ・火おこし体験を通して、古代人の知恵に学ぶ。  

  

３ 授業の流れ  

時間  授業展開  指導上の留意点  

 

 

 

 

9:40～  

  

  

  

10:30～  

 

10:50～   

 

 

  

  

 

11:40～  

 

〇２組に分かれ、古志原周辺の歴史について学ぶ

グループと体験活動を行うグループでそれぞれ

活動を行う。  

  

1,2 組  3,4 組  

古志原周辺の歴史につ

いて 

（図工室 50 分）  

火おこし体験  

（体育館 50 分)  

休憩及び移動 

火おこし体験  

（体育館 50 分) 

古志原周辺の歴史につ

いて 

（図工室 50 分） 

  

終わりの会、ふり返り 

 

・最初のあいさつ、全体説明はそれぞれ

スタートの部屋で行う。  

  

   

・古志原周辺の歴史について学ぶグルー

プは、図工室で行う。  

・電子黒板（プロジェクター等）を、朝

のうちに準備をしておく。（学校） 

 

 

・火おこし体験を行うグループは、家庭

科室で行う。 

・木くずが広がるのを防止するため、ブ

ルーシートを敷く。 

・火を扱うため、消火用の水等の準備を

しておく。（学校） 

  

  

・最後に活動した部屋にて、各グループ

で終わりの会とふり返りを行う。  

  



４ 準備物  ・子ども…軍手（火おこし体験）、筆記用具、体操服（汚れてもいい服装）、 

・学校 …プロジェクター（パソコンでパワーポイント使用）、長机２脚 、水入れ（火消し 

用）、ブルーシート、ほうき等（清掃用具） 

・埋文 C…火起こしセット、配布資料、カメラ、パソコン、白布、ガムテープ、展示用遺物 

 


